
(4) ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）
アフリカにおける保健関連のMDGs指標は、子供へ
の予防接種、HIV/AIDSおよび結核の感染拡大防止、
マラリア死亡率低下で進捗が見られており、妊産婦死
亡率の低減についても成果が出つつありますが、大半
の国で2015年までのMDGs目標の達成が困難な状
況です。
このように、アフリカにおいても一定程度の人々が
基礎的な保健サービスを受けられるようになってきま
したが、依然として経済的・地理的・物理的な理由に
より必要な保健サービスを受けられない人々が存在し
ており、その格差が課題となっています。
ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）は、所得

や地域による保健サービスの格差を是正する取り組み
であり、人材育成、施設整備などとともに、保健財政
改革や医療保険普及などの制度的、経済的な取り組
みが含まれます。
日本は全国民が公的医療保険制度に属する「国民皆
保険」というUHCを達成した国です。このような「国民

皆保険」の経験を踏まえつつ、アフリカの実情に則し
たUHCの推進を進めます。

(5) 平和と安定
これらの開発や成長の全ての前提となるのが平和と
安定です。アフリカでは、1990年代に内戦や紛争が
頻発しましたが、2000年代に入って多くの内戦や紛
争が解決に向かい、昨年、1990年代より無政府状態
が続いたソマリアにおいても暫定政府が成立しました。
一方、北アフリカからサハラ砂漠南縁のサヘル地域

においては、イスラム過激派などのテロ集団と治安機
関との争いが続いていましたが、昨年、マリ北部での
紛争やアルジェリアでの人質事件が発生し、同地域の
安定化が新たな課題となりました。
JICAは、関係各国の司法・治安機関関係者の人材
育成などの短期的な取り組みとともに、貧困削減、雇
用創出、格差是正など、紛争の経済的・社会的背景
への中長期的な取り組みを通じ、これらの地域の平和
と安定の確保に貢献します。

事例

現地での混乱が収束すると、JICAは
いち早く職員を再配置し、コートジボワ
ール最大の都市・アビジャンの都市計画
づくりに着手しました。かつては「西アフ
リカのパリ」と呼ばれた美しいアビジャン
は、都市化の進行による無秩序な土地利
用、生活インフラ・公共投資の不足など、
厳しい現実に直面しています。これらの
課題の解決に向け、JICAは2012年から
調査を開始。現状把握と従来のアビジャ
ンの都市整備計画の評価・分析などを進
めました。そして2013年2月からは、本
格的な協力を開始し、2030年を目標年
度とする都市整備計画や都市交通計画の
策定に加えて、人材育成や、都市計画分
野の研修員を日本で受け入れるなど、幅
広く取り組んでいます。
また、さらなる経済復興が待ち望まれ

るなか、民間セクター支援にも力を入れ
始めています。これは、現地民間企業の
発展と、今後の本邦企業進出に向けた官

民連携についても強化する予定です。加
えて、農業・漁業各分野の発展に向け、
農業技術アドバイザーと漁業・養殖技術
アドバイザーをそれぞれ派遣し、コート
ジボワールの食料安全保障の改善に貢献
する支援を展開しています。
これらの取り組みに加えて、コートジ

ボワールの復興支援・国民和解に向けた
支援を進め
て い ま す 。
特に、 混乱
期に大きな
影響を受け
たアビジャン
市内やコート
ジボワール
中部・北部
に つ い て 、
そのコミュニ
ティ支援や人
材育成を通

じた国民和解・社会統合を進めるプロジ
ェクトの実施に向けて、準備・調査を進
めています。
コートジボワールの平和・復興は、西

アフリカ全体の平和と安定にとって極め
て重要であり、今後も支援を加速してい
く方針です。

「第二の象牙の奇跡」を目指して

コートジボワールの復興支援

コーヒー豆・カカオの産地として知られるコートジボワールは、西アフリカの中心国の一つです。2000年代の混乱で、社会・
経済が停滞したものの、2011年のアラサン・ワタラ大統領の就任、続く国民議会選挙の実施を経て、国全体が復興に向けて
大きく動き出しています。

アビジャン市内の主な交通手段や通勤時の混雑状況
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